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Iwasaki N, Shimizu T. 

Evaluation of whole-body
 modalities for diagnosis 
of multifocal osteonecrosis
-a pilot study. 

Arthritis Res T
her. 

23(1) 83.  
doi: 10.1186/s13
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2021 

Takahashi D, Noyama Y,  
Asano T, Shimizu T,  
Irie T, Terkawi MA,  
Iwasaki N. 

 Finite element analysis o
f double-plate fixation usi
ng reversed locking comp
ression-distal femoral plat
es for Vancouver B1 peri
prosthetic femoral fracture
s. 

BMC Musculos
kelet Disord. 

22(1) 276.  
doi: 10.1186/s12
891-021-04152-5. 

2021 

Shimomura K, Hamada H,  
Hart DA, Ando W,  
Nishii T, Trattnig S,  
Nehrer S, Nakamura N. 

Histological Analysis of 
Cartilage Defects Repaired
 with an Autologous Hu
man Stem Cell Construct 
48 Weeks Postimplantatio
n Reveals Structural Detai
ls Not Detected by T2-M
apping MRI. 
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2021 

Kobayashi M, Chijimatsu R, 
Hart DA, Hamamoto S,  
Jacob G, Yano F,  
Saito T, Shimomura K,  
Ando W, Chung UI,  
Tanaka S, Yoshikawa H,  
Nakamura N. 

Evidence that TD-198946
 enhances the chondrogen
ic potential of human syn
ovium-derived stem cells 
through the NOTCH3 sig
naling pathway. 
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2021 

Hevesi M, Jacob G,  
Shimomura K, Ando W,  
Nakamura N, Krych AJ. 

Current hip cartilage rege
neration/repair modalities: 
a scoping review of biolo
gics and surgery." 

Int Orthop. 45(2) 319-333.  
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2021 

Tsuda T, Hashimoto Y,  
Okamoto Y, Ando W,  
Ebina K. 
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acy of bisphosphonates on
 hip fracture prevention. 
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2020 
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小山 由貴, 南端 翔多,  
直江 祐樹, 刀根 慎恵, 
長谷川 正裕, 須藤 啓広. 

上方アプローチによる THA
後早期の TUG の回復過

程. 

Hip Joint 46(2) 199-201 
 

2020 

直江 祐樹, 南端 翔多,  
小山 由貴, 刀根 慎恵, 
長谷川 正裕, 須藤 啓広. 

上方アプローチによる THA
後早期の股関節外旋・内

旋筋力の回復過程 

Hip Joint 46(2) 84-872020 
 

2020  

南端 翔多, 直江 祐樹, 
小山 由貴, 刀根 慎恵,  
長谷川 正裕, 須藤 啓広 

上方アプローチによる THA
後早期の股関節周囲筋筋

力の回復過程. 

Hip Joint  
 

46(2) 80-83 2020  

内藤 陽平, 長谷川 正裕, 
刀根 慎恵, 若林 弘樹,  
須藤 啓広 

K-MAX Q HIP ステムを用

いた人工股関節全置換術

の術後平均 14 年の長期成 

Hip Joint  
 

46(2) 847-852 2020  

刀根 慎恵, 長谷川 正裕,  
内藤 陽平, 若林 弘樹,  
須藤 啓広 
 

人工股関節全置換術後に

発生した遠位型 DVT にお

ける Xa 阻害薬治療介入の

有無による比較検討. 

Hip Joint  
 

46(1) 
 

165-168 
 

2020  

内藤 陽平, 長谷川 正裕, 
刀根 慎恵, 若林 弘樹,  
須藤 啓広 
 

VerSys ファイバーメタルテ

ーパーステムを用いた人工

股関節置換術の術後平均

12 年の長期成績 

日本整形外科

災害外科学会

雑誌  
 

63(1)  
 

75-76 
 

2020  

伊藤重治, 高窪祐弥,  
門馬亮介, 大木弘治,  
浦山安広, 佐々木幹,  
石井政次, 高木理彰 

人工股関節全置換術当日

の離床は静脈血栓寒栓症

の発生を減らすか？ 
 

Hip Joint  
 
 
 

46 259-262. 2020  

大木弘治, 佐々木幹,  
鮫島健志, 門馬亮介,  
伊藤重治, 高窪祐弥,  
浦山安広, 石井政次,  
高木理彰 

THA 術後の下肢静脈エコ

ー実施時期による DVT の

検討  
 

Hip Joint  
 

46 929-931 2020  

髙橋健大, 高窪祐弥,  
伊藤重治, 門馬亮介,  
大木弘治, 浦山安広,  
佐々木幹, 石井政次,  
高木理彰 

直接経口抗凝固薬を再開

後に術後血腫を認めた人

工股関節全置換術の 1 例. 
 

Hip Joint  
 

46 1095-1098 2020  

門馬亮介, 伊藤重治,  
高窪祐弥, 浦山安広,  
鮫島健志, 大木弘治,  
佐々木幹, 石井政次, 
高木理彰 

人工股関節全置換術術前

の歯科口腔スクリーニング. 
 

Hip Joint . 
 

46: 
 

1003-1005 2020  

名越 智 
 

SI を用いた人工股関節全

置換術．II. 術中手術支援 
関節外科 39 59-65 2020  

名越 智，鈴木大輔， 
寺本篤史，岡田葉平， 
佐々木幹人，渡邉耕太， 
小助川維摩，舘田健児， 
金泉 新，山下敏彦 

骨盤・下肢領域における橋

渡し研究を生むサージカル

トレーニング. 
 

関節外科 39 861-866 2020  

鈴木大輔、名越 智. 
 

半月板の基礎. 半月の発

生と解剖 
整・災外 63 485-492 2020  
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清 水 淳 也 ， 藤 田 裕 樹 ， 名 越 

智，松山敏勝，山下敏彦 
 

股関節痛を主訴に来院し

た小児急性リンパ性白血

病の 1 例 

整・災外 63 977-979 2020  

小助川維摩，舘田健児，金泉 

新，山下敏彦，名越 智，佐々

木幹人，清水淳也 
 

患者の社会的要因が人工

股関節全置換術後の患者

立脚型機能評価に及ぼす

影響  

Hip Joint 46 42-45 2020  

金泉 新，鈴木大輔，名越 智，

舘田健児，小助川維摩，山下敏

彦 

人工股関節ショートステム

の有限要素法を用いた初

期固定性の評価 

東日本整災誌  32（1） 6-11 2020  

舘田健児，名越 智，小助川維

摩，佐々木幹人，清水淳也，金

泉 新，山下敏彦 

札幌医大における人工股

関節全置換術に対する取

り組み・課題  

北整災外 62（1） 39-43 2020  

小助川維摩, 舘田健児, 清水

淳也, 金泉 新, 佐々木幹人, 
名越 智, 山下敏彦 

既存カップにポリエチレン

ライナーのセメント固定を

要した THA 再置換症例の

術後成績 

北整災外 62(1) 77-80 2020  

鈴木大輔，名越 智，金泉 新，

喜沢史弥，山下敏彦 
 

後壁が不足した寛骨臼形

成不全における大腿骨頭

の接触圧分布 

臨床バイオメカ

ニクス  
 

41 79-84 2020  

福島 若葉 
 
 

【整形外科臨床研究の手

引き-適切に行い,正しく読

み解くために】臨床研究の

デザイン 

記述疫学研究     

稲葉 裕、崔 賢民 
 

人 工 関 節 周 囲 感 染 の 診

断，治療と感染対策の最新

情報 

日本整形外科

学会雑誌 
94（10） 841-849 2020  

宮武和馬、藤澤隆弘、大歳晃

生、稲葉 裕 
 

CT/MRI のリファレンス画像

を同期させた超音波ガイド

下 intervention：整形外科

診療における注射（注入）

療法のコツ 

Monthly Book 
Orthopaedics  
 

33(10) 203-210 2020  

宮武和馬、藤澤隆弘、大歳晃

生、稲葉 裕 
 

エコーの機種の選定方法．

特集 整形外科診療にお

けるエコー入門―さあ使っ

てみよう超音波 

災害外科 63(10) 1261-1266 2020  

池 裕之、大庭真俊、稲葉 裕 
 

ナビゲーション支援による

寛骨臼回転骨切り術．各種

骨盤骨切り術とそのメリット 

臨床整形外科 55(6) 705-712 2020  

池 裕之、稲葉 裕 
 

コンピュータナビゲーション

システムを用いた寛骨臼回

転骨切り術 

関節外科 39 627-630 2020  

池 裕之、稲葉 裕. 
 

コンピュータナビゲーション

システムを用いた寛骨臼回

転骨切り術．関節外科．

39：624-630，2020. 

関節外科 39 624-630 2020  

崔 賢民、渡部慎太郎、稲葉 

裕、小林直実、友山瑛人 
 

整形外科領域のバイオフィ

ルム感染に関する国際コン

センサス．日本骨 

関節感染症学

会雑誌 
33 15-18 2020  
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池 裕之、稲葉 裕 
 

整形外科学レビュー2021-2
022. Ⅲ章 下肢 7-2 変形

性股関節症 

総合医学社.  150-157 2021  

手塚太郎、稲葉 裕 3 術中・術後管理（抗凝固

薬投与，弾性ストッキング，

フットポンプの使用）．第 1
章 VTE（予防法，発生時の

対応）．スペシャリストがす

すめる人工関節手術合併

症対策 

南江堂 
 

 8-11 2021  

手塚太郎、稲葉 裕 2 術前検査（エコー，血液

検査など）．第 1 章 VTE（予

防法，発生時の対応）．ス

ペシャリストがすすめる人

工関節手術合併症対策 

南江堂  5-7 2021  

手塚太郎、稲葉 裕 1 術後 VTE 発症のメカニ

ズム，疫学など．第 1 章 V
TE（予防法，発生時の対

応）．スペシャリストが

すすめる人工関節手術合

併症対策 

南江堂    2-4 2021  

手塚太郎、稲葉 裕 10 術前患者教育から術後

後療法～クリニカルパス

の活用～．第 4 章合併症

対策・術後管理 より安全

な手術を行うために．BH
A THA 人工股関節置換

術 

羊土社    266-272 2021  

手塚太郎、稲葉 裕 8 周術期 VTE 予防の実際

と VTE への対応．第 4 章

合併症対策・術後管理 よ
り安全な手術を行うため

に．BHA THA 人工股関

節置換術 

羊土社    255-260 2021  

崔 賢民、稲葉 裕 3 感染予防法．第 4 章合併

症対策・術後管理 より安

全な手術を行うために．B
HA THA 人工股関節置換

術 

羊土社    224-228 2021  

池 裕之、稲葉 裕 4 Zweymuller 型ステムを

用いた手術．§4．THA:
ステム．第 3 章 手術手技

の実際．BHA THA 人工

股関節置換術 

羊土社    170-176 2021  

石田 崇、稲葉 裕 6 前方進入．§1．BHA・

THA に用いられる進入

法．第 3 章 手術手技の実

際．BHA THA 人工股関

節置換術 

羊土社    113-121 2021  
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池 裕之、稲葉 裕 5 側方進入．§1．BHA・

THA に用いられる進入

法．第 3 章 手術手技の実

際．BHA THA 人工股関

節置換術パーフェクト 

羊土社    101-112 2021  

池 裕之、稲葉 裕 4 インプラントの分類～

セメントレスステム～．

第 2章THA:手術までの準

備．BHA THA 人工股関

節置換術 

羊土社    52-57 2021  

大庭真俊、稲葉 裕 3 インフォームドコンセ

ントの実際と注意点．第 2
章 THA:手術までの準備．

BHA THA 人工股関節置

換術 

羊土社    48-52 2021  

大庭真俊、稲葉 裕  2 術前の準備．第 2 章 T
HA:手術までの準備．BH
A THA 人工股関節置換

術 

羊土社    44-47 2021  

大庭真俊、水野祐介、稲葉 裕 1 術前の患者全身評価．第

2 章 THA:手術までの準

備．BHA THA 人工股関

節置換術 

羊土社    38-43 2021  

崔 賢民、稲葉 裕 国際コンセンサス 2018－
SSI/PJI 診断の概要－．Pa
rt 2 SSI/PJI の診断と治

療．特集 整形外科感染症

診療－最新のトピックス

－国際コンセンサス 2018
を中心に? 

Bone Joint Ner
ve．アークメデ

ィア 

10(1)  63-67 2020  

市堰 徹, 植田修右, 相馬大

輔, 平田寛明, 兼氏 歩, 川原

範夫. 

 骨髄由来間葉系幹細胞

による疼痛緩和および軟

骨における tumor necrosis
 factor α-stimulated gene
 6 の発現 ―股関節炎・

変形性股関節症モデルで

の検討―. 

Hip Joint. 46  789-793 2020  

植田修右, 市堰 徹, 相馬大

輔, 土屋雅信, 平田寛明, 兼氏 

歩, 川原範夫 

 低酸素環境下ステロイ

ド性骨細胞壊死に対する

ミトコンドリア転写因子

A による細胞保護作用. 

Hip Joint. 46  34-37 2020  

松本智里, 加藤真由美, 兼氏 

歩, 市堰 徹, 福井清数, 高橋

詠二, 平松知子, 谷口好美 

 女性人工股関節全置換

術患者の術前後の歩容の

自己評価モデルの開発：

構造方程式モデリングを

用いた分析. 

日本看護科学

会誌 
40  177-186 2020  
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井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 尾島朋宏, 土屋弘行. 
Surgical Site Infection(SS
I)の予防 術前手指消毒

と術中創洗浄のエビデン

スと実際. 

整形外科最小

侵襲手術ジャ

ーナル 

98 39-45. 2021  

加畑多文, 楫野良知, 井上大

輔, 大森隆昭, 吉谷純哉, 上野

琢郎, 高木知治, 上岡 顕, 山

室裕紀, 谷中惇, 齊木理友, 土

屋弘行. 

寛骨臼の骨欠損に対する

再建法. 金属製補填材料

による再建. 

関節外科 40  198-204. 2021  

西村愛世, 加畑多文, 吉谷純

哉, 楫野良知, 井上大輔, 土屋

弘行. 

3 次元テンプレーティン

グソフトウェアを用いた

大腿骨転子部骨折におけ

る short femoral nail の理

想的挿入位置の検討. 

中部日本整形

外科災害外科

学会雑誌 

63  619-620. 2020  

高木知治, 加畑多文, 八幡徹

太郎, 加藤仁志, 楫野良知, 井

上大輔, 土屋弘行. 

 人工膝関節全置換術前

後における移動機能改善

度. ロコモ度テストを用

いた前向き研究. 

Loco Cure 6  212-215. 2020  

楫野良知, 加畑多文, 白井寿

治, 多賀 正, 井上大輔, 加藤

貴士, 上岡 顕, 土屋弘行. 

 ヨード担持抗菌インプ

ラントの基礎研究と臨床

応用. 

臨床整形外科 55  339-343. 2020  

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 大森隆昭, 上野琢郎, 吉谷

純哉, 上岡 顕, 山室裕紀, 土

屋弘行. 

人工関節周囲感染(PJI)の
患者リスク因子. 第 2 回

国際コンセンサスを踏ま

えて. 

臨床整形外科 55  321-327. 2020  

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 土屋弘行. 
 整形外科手術における

感染予防に関する知見. 
第 2 回国際コンセンサス

を踏まえて. 

整形・災害外科 63  261-266. 2020  

神野哲也 股関節周辺の外傷・障害

の病態特性. 
理学療法 37(8)  676-683 2020  

坂井孝司 特発性大腿骨頭壊死症の

診断基準と鑑別診断 
Monthly Ortho
paedics 

33(8)  5-14 2020  

関泰輔, 竹上靖彦, 大澤郁介, 
草野大樹, 金子慎哉, 牧田和

也, 落合聡史 

股関節後方関節包と短外

旋筋群の切除量の違いに

よる股関節内旋角度の変

化 解剖用屍体による検

討. 

Hip Joint 46  195-198 2020  

石原 昌人, 仲宗根 哲, 翁長 
正道, 平良 啓之, 西田 康太

郎 

当院における急速破壊型

股関節症に対してTHAを

行った症例の検討. 

Hip Joint 46  1112-1115 2020  

翁長 正道, 仲宗根 哲, 石原 
昌人, 平良 啓之, 西田 康太

郎, 高江洲 美香 

DAA-THA における大腿

骨挙上デバイスを用いた

テーパーウェッジ型ステ

ムの設置角度の検討. 

Hip Joint 46  857-860 2020  
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仲宗根 哲, 石原 昌人, 翁長 
正道, 平良 啓之, 西田 康太

郎, 高江洲 美香 

側臥位THAにおける機能

的骨盤基準面を参照した

カップ設置支援デバイス

を用いたカップ設置精度. 

Hip Joint 46  219-224 2020  

仲宗根 哲, 石原 昌人, 翁長 
正道, 平良 啓之, 西田 康太

郎, 高江洲 美香, 宮田 佳英 

【股関節領域の術前・術

中支援技術 Up to date】
術中手術支援 仰臥位 T
HA のための簡便な術中

カップ設置支援デバイス

HipPointer いつでも、ど

こでも、誰とでも正確な

カップ設置. 

関節外科 39  688-694 2020  

翁長 正道, 仲宗根 哲, 石原 
昌人, 平良 啓之, 金谷 文則, 
高江洲 美香, 宮田 佳英. 

ノンナビゲーションのコ

ンピューター支援技術を

用いた DAA-THA の現状

と課題. 

整形外科と災

害外科 
1  223-227 2020  

髙橋大介, 浅野毅, 清水智弘, 
髙橋要, 岩崎倫政. 

大腿骨頭軟骨下脆弱性骨

折の診断と治療 
臨床整形外科 55(1)  11-15 2020  

髙橋大介  乳児健診による股関節

脱臼ハイリスク児の早期

発見はいかに大切か～処

女歩行開始後の診断遅延

例ゼロ社会に向けた試み

～ 

札幌市小児科

医会ニュース 
第 90 号  8-12 2020  

髙橋大介, 清水智弘, 髙橋要, 
中村夢志郎, 入江徹, 岩崎倫

政 

 北海道大学における人

工股関節全置換術に対す

る取り組み・課題－歴史

から学んだ新規セメント

ステム開発－ 

北海道整形災

害外科学会雑

誌 

55(1)  33-38 2020  

亀ヶ谷真琴, 髙橋大介 骨移植を要さない骨盤骨

切り術（angulated innomi
nate osteotomy;AIO） 

整形・災害外科 63(12)  1606-1609 2020  

安藤 渉, 菅野伸彦 特発性大腿骨頭壊死症診

療ガイドラインの特徴と

概要 

Monthly Ortho
pedics. 

33(8）  1-4 2020  

 


